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参考文献の記載様式
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1)　計測太郎, 制御花子: 今後の環境を考える, 環境システム計測制御学会誌, Vol.13, No.1, pp.1-10 (2008)
2)　T. Keisoku and H. Seigyo: Monitoring and Controlling System of Waste Incineration Facility using On-Line Simulation, Journal of EICA, Vol.13, No.1, pp.1-10 (2008)

「特許」の場合は、以下の通りとします。
公開番号の場合: 公開番号   [例：特開平6-2356]
公告番号の場合: 公告番号   [例：特公平7-1235]
特許番号の場合: 国別特許, 番号 (登録年)  [例：日本特許, 2356 (1963)]
番号の前に発明者又は出願人を入れて頂いても結構です。
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Fig. 1

図は1ページに１つ掲載。図がない場合には、このページは削除してください。
図は本MS-WORDファイルに直接貼付けて下さい。図表写真は、鮮明なものをご用意下さい。また、掲載が決定した場合、本文中に挿入されたすべての図表写真は、別ファイルで保存して、送付していただくことになります。
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Table 1

表は1ページに１つ掲載。表がない場合は、このページは削除してください。

	
	1列目
	2列目

	1行目
	123
	11

	2行目
	456
	22

	3行目
	789
	33
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